


事前にきずをつけておくとよい。）

③図のように厚紙を折り、 発泡スチロ ー ルに発泡

スチロ ー ル用ボンドで貼って、 羽根を作る。

④羽根の中心に、 丸棒 （先端を削って尖らせたも

の）を5 cm位さす。

Oこの時、 丸棒の先端には、 発泡スチロ ー ル用

ボンドをつけておくとよい。
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⑤丸棒を塩ビ管に通す。

［風車の力を調べる方法］

図のように、 塩ビ管を固定する装置を作り、

回転軸にたこ糸が巻

きつくようにし、 糸

の先におもりが入る

入れ物を下げる。

。風車が回らなくな

った時のおもりの

重さが風車の回る

カの大きさとする。

。扇風機の風や自然の風で調べさせるとよい。
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。工作用紙

。はさみ 。コンパス

口

しい。 それだけに、 回った喜びは大きいおもち

ゃである。

(1)工作用紙に次のような図を書く。（コンパスを使

用しない場合は、皿等の円周を写すのもよいが、

この時は、 中心を見つけさせる。）

• 太線の部分は

カッタ ーで切る

• 点線の部分は

交互に反対方向

に折る。

(2)回りと羽根になる部分を切り、 羽根の部分を

折って完成させる。

※1個の風輪で回りにく

い場合は、 右の図のよ

うに、 もう1個の風輪

を作って、 2個の風輪

をくっ付けると良く回る。

風輪は、 最も簡単にでき

るおもちゃだが、 回るものを作るのはかなり難
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